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増原綾子．『スハルト体制のインドネシア
―個人支配の変容と一九九八年政変』東京
大学出版会，2010，332p.
インドネシアにおいて 30年間続いたスハルトに
よる個人支配が，なぜスハルトの辞任というソフ
トランディングによって終焉を迎えたのか，また
その終焉への過程の解釈は比較政治学上どのよう
な意味をもつか，というエキサイティングな問題
提起から本書の議論が展開する。
この問いに対して著者は，スハルト体制を「翼
賛型」個人支配体制と位置づけて，次のような仮
説を立てた。広範であったスハルトによるパトロ
ネジ配分が大統領一族へと偏向されたことへの不
